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松江⼯業⾼等専⾨学校
環境・建設⼯学科 准教授 広瀬 望

益⽥市
島根県⼟⽊部 河川課
島根県防災部 防災危機管理課
島根県警察本部
益⽥警察署
益⽥広域消防本部
陸上⾃衛隊出雲駐屯地（⽋席）
陸上⾃衛隊島根地⽅協⼒本部 益⽥地域事務所
気象庁 松江地⽅気象台
中国地⽅整備局 河川部
中国地⽅整備局 浜⽥河川国道事務所

●座⻑

●参加機関

－次第－
1.開式
2.挨拶
3.⾼津川⽔害タイムライン検討会 設置要綱（案）について
4.座⻑挨拶
5.⾼津川の⽔害特性
6.⾼津川⽔害タイムライン検討会について
7.閉式

【開式の辞】 【挨拶】

気象庁 松江地⽅気象台
栗原台⻑

【閉式の辞】

【座⻑選任】（挨拶）

令和元年５⽉30⽇（⽊）に、⾼津川流域における防災関係機関等が連携し、事前の⾏動計画を検討する「⾼津川⽔害タイムライン検討
会」の発⾜式を開催しました。
当⽇は、⾼津川流域の⾃治体である益⽥市や国⼟交通省および島根県などの⾏政機関、気象台、警察、消防など検討会構成機関の１０機

関、約２0名が出席しました。
発⾜式では、中国地⽅整備局の河川情報管理官、益⽥市⻑、座⻑である松江⼯業⾼等専⾨学校広瀬准教授の挨拶に続き、浜⽥河川国道事

務所より、⾼津川の⽔害特性と、今後のタイムライン検討の進め⽅について説明しました。
検討会では、平成30年7⽉豪⾬の教訓や⾼津川の⽔害特性、それから最新の防災情報改定を踏まえて⽔害タイムラインを作成し、令和元

年の出⽔期までに試⾏版を作成し、試⾏運⽤を開始する予定です。

中国地⽅整備局 河川部
横林河川情報管理官

益⽥市
⼭本市⻑

松江⼯業⾼等専⾨学校
広瀬准教授

浜⽥河川国道事務所
⼤元副所⻑

浜⽥河川国道事務所
⼭根建設専⾨官

浜⽥河川国道事務所
安野所⻑

【説明】


